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　新時代の危機によせて

　　　　　　　　　　　　明治大学応援団本部

心心心
　４４４???

　大正l1年校歌「白雲なびく駿河台］を高らかに歌いながら発足したわが応援団も以来40有余年もの長

きに亘って応接を続けて未だ。応援の道は険しい。応援団が常に客体的立場に置かれているが故に仁

玉体である応接されるものの内部を察知理解しなければならない。応援の直接の対称は解しても目標を

何処に置くべきかというと、母校の全てに他ならない。おしなべてサークルとは何らかの目的なしに存

在し得ないのである。わが応援団がかような土壌を持ったところで別段遺憾な事でも前近代的な浙でも

ない。或は人は言うかも知れない。何故封建路線に固執するのかと。　しかし言論の自由だ，個人の自由

だと、自己の自由権利のみを叫び義務と責任を忘れた実質的内容のない人間集団の中にあって、過酷な

までに自己を逆境に陥し込む人間がいたところで不思議ではない筈である。

　この時期にあって、学生生活にうつつを技かす者こそ，マスプロ大学の表慄として葬られてしまうの

だ。団も明日の独立自治を想い、一挙手一役足その地歩を固めんとしている。団の存在する限り団員が

何の意欲なくとも団は動いている。その動きに巻き込まれぬようにせねばならない。

　応援団も従来の部内の関係が強すぎ近より難い一種独特のムードを作り上げた点を謙虚に反省しなけ

ればならぬ。然しながら団が直面する様々の疎外状況を克服する為にも、民主化の名称の下に行なわれ

る団の軟弱化は断固避けねばならなにと思う。学生服が､不調和な挨拶がそれ自体規律でなくて規律に到

達する-一手段なのだという事を諸君に叫びたい。

　我々は時の権力者がときとして誤った道を進もうとする時その蒙を啓くために戦う反骨精神がいわゆ

る建精神の-一要素ではあるがこれを間違えていたずらに非人道的・非道徳的に反抗と破壊の青春に情熱

を浪費する愚行は避けなければならない。文化国家として，人類世界に貢献する意気をもって再起した，

新日本の使命の担い手とならねばならない。我々青年が今何をなさねばならないかは諸君一人々々の胸

に問いたい。今一度熟慮し良識ある行動を望んでやまない，しかし忘れてはならないこと、それは日本

を愛し、大学明治を愛し、人類を愛し、万物を愛する精神である。
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渋谷診療所

池袋診療所
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東京六大学への招待

早稲田大学校歌

　　　　　部の西北￥稲川の桂に　聳ゆる罷は我等がは校　我等が日頃の抱負を知るや

　　　　　進取の精神学の独立　現匪を忘れぬ久遠の堤想　輝く我等が行平今見よや

　　　　　　　　早脳U岨ﾚ岨ﾄﾞ脳ﾄﾞ硝ﾚ四LInﾘ岫

立教大学校歌

　　　　　八分の高嶺を　雲仏工望み　紫句える　武蔵野原に

　　　　　　　我等がは校　見よ見よ立教　自由ので府

法政大学校歌

　　　　　若き吾等か硲の限り

　　　　　螢史めん　門の外濠

かしくそば立つ

此処に捧げてアヽ愛する母校　見這するかす窓の富士か峰の雪

良き師良き友　集ひ桔べり　法政オヽ吾が母校　法政オヽ吾が母校

慶応義塾大学塾歌

　　　　　見よ風に鳴る我が旗蛍　新潮寄するあかつきの　嵐の中にはためきて

　　　　　　　文化の護りたからかに　貫き樹てし誇りあり　立てんかなこの旗全

　　　　　　　　　強く雄し仁包てんかな　あヽわが義塾　慶応　慶応　慶応

明治大学校歌

　　　　　白雲なびく駿河台　眉秀でたる若人が　撞くや時代の暁の鐘　文化の潮みちびきて

　　　　　　　遂げし維新の栄になう　　明治その名ぞ吾等が母校　　明治その名ぞ吾専が母校

東京大学応援歌

　　　　　たた犬つ組かけ高し　いまかがやける深空の光　天寵を負えるr･等　友よ友　こ乙なる丘に

　　　　　我大の旗立てり　伝統の旗　束大の光　たたえたたえん　たたえたたえん
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　　　　　　　東京六大学への招待
早　稲　田　大　学

　　　　　紺碧の空

立　教　大　学

　　　　　セントポール

法　政　大　学

　　　　　若き日の誇り

U.C.バー一クレーヽ一枚にて校歌を高らかに歌う
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慶応義塾大学

　　　　若き血

明　治　大　学

　　　　皇祖の歌

東　京　大　学

　　　　闘魂は
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－一回二。　　　　　　　　　　、こ二ぷ1皿一塁

スタンダード佛和辞典

スタンダード和佛辞典

大漢和辞典(全13巻)

中国文化叢書(全10巻)

講座現代中国(全３巻)

英語学大系(全14巻)

講座英米文学史(全13巻)

講座国　語　史(全７４)

現代保健体育学大系(全20巻)
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■辞書･教科書･教育書･専門書/出版

　　　後世に残る

　　　良書の出版を

東京・神田錦町3 -24

大修館書店

東京・大阪・名古屋･福岡
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みんなで歌おう./

　　　　学生歌・明大節
学生歌゛都に匂う花の雲″

詞
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都に匂う花の雲

　　胤目映ゆる駿河台

春まだ遠き現世に

　　咲きしその花紅の

若き血潮に燃ゆる花

　　集う学舎自由あり
’）ど まなびや

黄昏月に秋更けて

　　流れも寒き御茶の水

理想に生きる若人が

　　文才今夜のうま酒に
　　かわ　こよいみてる感激君知るや

　　のぞむ行平に光あリ

山本修-一一

古賀政男

明　　大 節

西に霊峰富士の峰々を仰ぎ

束に坂東太郎大利根の清流を望む

　二こ関東平野の一角神旧駿河台に

そびえ立つは我らが母校明治大学である

　ここはお汪戸か神田の町か

神田の町なら大学は明治

大学明治の学生さんは

　度胸一一つの男立て

度胸一一つで神田の町を

　歩いて行きます学生服で

学生服なら明大の育ち

　ボロは俺等の旗印

ボロはまとえど心は錦

　どんな事にも恐れない

どんな事にも恐れはせぬが

　可愛いあの娘にやかなわない

可愛いあの娘はいつでも捨てる

　母校の為なら命まで

硲捨ててもその名は残る

　大学明治の名は残る

　　ついでに俺等の名も残る

ハイセンスな社交場

ブランズウィックA－II　40レーン

　　　◆ビリヤード◆ミーティングルーム

　　　◆中国飯店｢京華｣

　(高島弓心心7心ター

　ゾノ

　　　　川崎市登戸2578 TEL登戸044(92)4100)

　　　　　　　　　　　(ョイポール)

結婚式場・割烹・和風レストラン

紀伊国屋
10月12目見オープン

　川堺市生田４３２８番地
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於　南カリフォルニアアイディルワイルド校

　我々、応桜川吹奏楽節は争就吹奏楽節としては初めての米田演奏

方位i‾fを、'数々ｸﾞ)困難にあい々がらも拘レＢ為しjをげることがでさた,、

これもひとえに節日手口//Tグ)協力とﾄ月紀バニよるもｍと堅くｲｊずる,，さ

て米田でヽは｢雨カリフォルニア人ご｀片を皮切りに、U.C.ロスアンヤルス

キ交、サンノゼ・ﾌ､テートーカレ･。ン、U.C.バー-クレ･－と各人ﾌﾞ笞を訪

門したので≒},るが、あいにくと米田は我国で言う存李ｲ私暇中でヽあり、

'７申達との交流は少数の八問に限られてしまったのが残念であった。

■l楽でのj刎活を'｀汐生のみでヽなく、j校内民ｙ)人々とちてたことは非

詣'に有.をj復であったと県レ礼，tいこ彼らのyド♀ｙ二村する↑心無と、それ

を1監賞する-７ナーのj敞底さには我々部員　う引感服させられるところ

が多で分にあった。　また米田ｸﾞ)大守:ではツッＬの自治活重力が広くゆきわ

たっており、孔いニクラブ活重力とか催･れにおけるアクテｆビティー--に

は我々日本人守:生もみならってはどうかと,巴った次第である。　しか

し、ﾀﾞﾀ｀目ここに第91回馬斐育ちtを開催てヽ~きたことは、とりも直さず、

ﾐ戌々ツ則之自治Iヽ川本と　ｊｙＺッ1ことの　{眉引米占した力によるものであり

おおいに自負できるも匹と仁ずる,．

？↑？
?↑？
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照準はひとつ
世界の証券市場

ａ寫詮碁
〒100東京都千代田区丸

　　　の内３－３－１(新

　　　東京ビル)

　　　TEL(212)7531㈹
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